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平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 5 月 9 日 

採択研究題目 ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の国際情報メディア戦略研究  
―ルワンダ共和国ＳＤＧｓアフリカセンターでの実現可能性研究― 

講座・コース名 国際広報論 
公共伝達論 
観光創造論 
マルチメディア表現論 

代表者 山田澤明 
連絡先 内線: 5349 email: sawaaki@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メン

バー 
杉浦秀一，下休場千秋，長島美織，田邉鉄，正木幹生（博士課程在籍） 

研究協力者 駐日ルワンダ大使、札幌市副市長、北海道庁、ヤフー、野村総研、JICA 他 

採択総額（千

円） 
1，800 千円 

使途の明細（千

円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

アドバイ

ザリー・

ボードメ

ンバー札

幌出張等

５人・回 
 

 354 ルワンダ

出 張 ２

人・回 

843 ア ド バ

イ ザ リ

ー・ボー

ド謝金 

75 会 議 会

場 費 ２

回 

98 

計 345 計 843 計 75 計 98 
予算総額 1,800 千円－ 決算総額 1,371 千円＝429 千円 

研究概要 
 
 

本研究は、昨年度より開始されたが、国連の「持続可能な開発目標（ＳＤＧ

ｓ）」に呼応して、アフリカ、特にルワンダに対して、北大、北海道産業界、

北海道庁、札幌市等が連帯して交流・支援するための枠組構築を目的として

いる。大きな柱は、ルワンダにおける太陽光発電を活用した産業育成である。

研究責任者の山田は、これまでも、日本の電力政策の構築に深く関わり、経

済産業省などの委員会を通じて、種々の提言を行ってきた。 
研究実績・内容 
 
 
 
 

上記の経験とネットワークを生かした本研究は、いまだ予備的とはいえ、

いくつかの成果をあげている。 
第一に、研究会の方向性を定め、各界との協力・協働の体制を作るために、

研究会のもとに「アドバイザリー・ボード」を設置し、討論を進めてきた。

これは、従来の研究者だけで実施する共同研究という枠を打ち破り、学外の

ネットワークを活用した事業展開を実現しようとする新しい試みである。

「アドバイザリー・ボード」には、駐日ルワンダ大使、札幌市副市長を始め、

北海道庁、ヤフー・ジャパン、野村総研、JICA 等の幹部人材に参加いただ

き、議論を進めてきた。この組織形態は、ルワンダ支援の効率的な枠組みと

して機能しており、昨年 10 月には、SDGｓアフリカセンター長が、北海道

大学と札幌市役所を訪問し、本学副学長、札幌副市長等と交流を深め、今後

の事業展開について意見交換した。 
第二に、昨年 9 月に、10 日間のルワンダ実地調査を実施し、ルワンダ大



学、ルワンダ商工会議所、SDGｓアフリカセンター本部、ルワンダの電力発

電・販売企業、太陽光発電施設、さらには現地日本企業などを訪問した。ル

ワンダ大学では、筆頭副学長（事実上の学長）、ジャーナリズム学部長、など

と会見し、教育・研究協力を進めることで合意した。また、調査の過程で、

ルワンダの電力事情や、電力普及のための人材育成をはじめとする将来的課

題が明確になってきた。 
第三に、学内では、北海道大学ルサカ・オフィス長の奥村獣医学研究科教

授、オフ・グリッド発電の専門家である原亮一情報科学研究科准教授、ジェ

ンダー論の専門家である高橋彩留学生センター教授、また学外では、農業振

興の専門家である道銀地域総合研究所の西山泰正産業戦略部長、等の方々に

研究会に参加いただき、研究・協力体制を拡充させた。 
研究成果・業績

等 
以上の調査・研究の成果を現在論集としてとりまとめており、近く刊行予

定である。 
また、昨年 10 月、科学研究費基盤 A の申請を行ったが、残念ながら今年

度は採択とならなかった。審査評を見ると、本研究は新しい取組みとして、

その将来性が評価されていた半面、準備不足を指摘された。しかし、それは

予想された点であり、昨年来準備を積み重ねてきたので、今年度の科研申請

に向けて、より手ごたえを感じている。 
 

（Ａ４判２頁以内で作成してください） 
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平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金 成果報

告書 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。） 提出日 2018 年 4 月 30 日 
採択研究題

目

地域発展と多文化共生 ―北海道と台湾の比較分析― 

講座・コー

ス名

国際地域文化論講座

代表者 パイチャゼ・スヴェトラナ

連絡先 内線: 6934 email: 
svetaalvarez@imc.hokudai.ac.jp 

共同研究メ

ンバー

藤野陽平（メディア文化論分野 准教授）

冨成絢子 （メディア文化論分野 准教授）

ジェフ ゲーマン（多元文化教育論、准教授）

研究協力者 玄武岩（メディア文化論分野 准教授、ANU 研修中） 
Hsiao-Chuan Hsia, （世新大学教授、10 月から客人教授としてメディア・コ

ミュニケーション研究院に滞在予定）

曺娥羅（メディア・コミュニケーション研究院 研究院研究員）

Dr. Yueh-po Huang（台湾中央研究院民族学研究所専門研究員）

金 シガン（北海道生まれ在日朝鮮人、活動家）

採 択 総 額

（千円）

680000 

使途の明細

（千円）

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 

項

金額

道内調査

ニセコ

(ジョ)

54,520 台湾調査

3 人(パイ

チ ャ ゼ ,
藤 野 , ジ
ョ)
サハリン

調査 2 人

（ 藤 野 ,
冨成）

304,100 

252,940 

謝金

中 村 桃

子，関東

学院大学

書籍

38,443 

29,997 

計 54,520 計 557,040 計 68,440 
計

予算総額 680,000－決算総額 680,000＝0
研究概要 本プロジェクトでは、多民族地域としての北海道の特徴を引き出し、この地

域の多文化共生のマネジメントをどうすべきかを明らかにする。これによっ

て北海道の地域発展の可能性を模索する。北海道の特徴を明らかにするた

め、道内の調査を進めると同時に、地域比較分析を行う。今回は主に台湾を

比較分析する地域として設定する。また、プロジェクトにおいて「女性から

見た日本の多文化共生社会」という観点を重視する。

研究実績・

内容

本プロジェクトによって北海道と台湾をつないで「下からの多文化主義」、

つまり政策主導でなく草の根での実践を厚くし、多文化共生に関する研究者

や当事者、NPO の互いの知見共有、ネットワーク構築した。現在の社会的、

政治的状況の中で、既存の制度をいかしつつ、先住民族の伝統的な文化や知

識をどのように新たに活用していけるのかを多角的に考察ができた。各地域

のクロス分析を通じて、オールドカーマー、帰国者、新移民の生活世界の経

験を各分野にマクロレベルの新しい知の地平を切り開く契機として活用し

た。また、女性のエンパワーメントの考察も出来た。



研究成果・

業績等 
道内調査： 
１．札幌におけるサハリン帰国者のアイデンティティ・言語・教育にたいする

調査（パイチャゼ）。 
２．ニセコの地域発展と多文化共生に関する現地調査（曺） 
業績： 
パイチャゼ S.「サハリン帰国者の子どもたちの課題解決に向けた取組み」多文

化関係学会全国大会の学際シンポジウム, 藤女子大学, 2017/9/10. 
パイチャゼ S. 「サハリン帰国者の若い世代の自己アイデンティティと言語

使用・学習に関する考察」, 日本移民学会, 移民研究年報第 24 号, 2018, pp.
未定（印刷中） 
パイチャゼ S.「北海道に暮らすサハリン帰国者の多重アイデンティティ

1950年代から現在まで」, 北海道と台湾における多文化共生 - 先住民族、マ

イノリティ、移民 -, 国際シンポジウム, 北海道大学, 2018/2/4 
曺娥羅「ニセコにおける共生社会の歴史的土台ー有島武郎の影響からの考

察」, 北海道と台湾における多文化共生 - 先住民族、マイノリティ、移民 -, 
国際シンポジウム, 北海道大学, 2018/2/4 
国際調査： 
1. 台湾におけるオールドカーマーと新移民 (藤野, パイチャゼ, 曺) 
業績： 
Paichadze S. “Migration of the population and new forms of libraries” （on examples 
of Taiwan ） , VI International Scientific Conference "Sakharov Readings”, 
Proceedings, Saint Petersburg 2017, pp.116-118. 
藤野陽平「台湾で暮らす日本人が持つ多義性－新住民としての在台日本人研

究試論」, 北海道と台湾における多文化共生 - 先住民族、マイノリティ、移

民 -, 国際シンポジウム, 北海道大学, 2018/2/3 
ゲーマン J. , 黄約伯, 葛野次雄, 八重樫志仁, 萱野志朗, 阿部千里, アイヌ・台湾

原住民の活動の比較分析のラウンドテーブル, 共同発表，北海道と台湾におけ

る多文化共生 - 先住民族、マイノリティ、移民 -, 国際シンポジウム, 北海道

大学, 2018/2/3 
夏曉鵑“The making of multiculturalistic Society: the Case of Empowering Marriage 
Migrants in Taiwan”, 北海道と台湾における多文化共生 - 先住民族、マイノリ

ティ、移民 -, 国際シンポジウム, 北海道大学, 2018/2/3 
2. サハリンにおける日本人と朝鮮人のアイデンティティに関する調査 (パイチ

ャゼ, 藤野, 冨成) 
パイチャゼ S.、冨成絢子『置き去りーサハリン残留日本女性たちの 60 年』

（吉武輝子著）にみる「日本」と「女性」, 「帝国」・「ジェンダー」、「表

象」合同研究会, 北海道大学,  2017/8/26 
藤野陽平「愛される男たちと忘れられる女たち －親日台湾言説にみるポスト

コロニアルなまなざし」吉武輝子著）にみる「日本」と「女性」, 「帝国」・

「ジェンダー」、「表象」合同研究会, 北海道大学,  2017/8/26 
Paichadze S. (共著) 『戦後のサハリン：文化と教育（1945-1964）』サハリン

州文科省, サハリン州立美術館, 2017, 全 17 頁 
藤野陽平「旧帝国日本の博物館をめぐる交差するまなざし －国立台湾博物館

とサハリン州立郷土博物館との比較から」『世新日本語文研究』10, 世新大学

日本語文系, 台湾, 台北市, 2018, （印刷中）pp.1-34（予定） 
研究会・講演会・シンポジウム： 
1．「帝国」・「ジェンダー」、「表象」合同研究会 （責任者：藤野） 
2．「ジェンダー」「メディア」「ことば」, 中村 桃子 教授 講演会（責任

者：冨成） 
3．北海道と台湾における多文化共生 - 先住民族、マイノリティ、移民 -, 国
際シンポジウム，東アジアメディア研究センター共同計画 



受付番号（   ３   ） 
 

平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 4 月 23 日 

採 択 研

究題目 

 
近現代日本史における保守主義〜その政治思想的な変容と体現 
 

講座・コ

ース名 
現代日本学部門 

代表者 ウィンクラー 
連絡先 内線: 8138 email: winkler@imc.hokudai.ac.jp 
共 同 研

究 メ ン

バー 

（所属・身分   現代日本学部門   ） 
     （      佐々田、ゴダール    ） 

研 究 協

力者 
（所属・身分              ） 

 

採 択 総

額 （ 千

円） 

550 

使 途 の

明細（千

円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 

項 
金

額 
札幌〜仙

台（学会

報告、ウ

ィンクラ

ー） 
東京〜札

幌（招聘

者一人） 

45 
 
 
 
 
 

77 

札 幌〜ブ

ダペスト 
（ 学会報

告、ゴダー

ル） 
札 幌〜リ

スボン（学

会報告、ウ

ィ ンクラ

ー） 

200 
 
 
 
 
 
180 

謝礼金（招聘者一

人、謝礼金） 
書籍（ウィンクラ

ー、佐々田） 

20 
 
 

 
28 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

計 122 計 380    計 48    

計 
 

予算総額 550  － 決算総額 550  ＝  0 
研 究 概

要 
 
 

近年メデイアや研究者の間で話題となっている日本政治における「右傾化」傾向を

踏まえて、保守主義とは何かが改めて注目されてきた。政治思想的な観点から行わ

れる保守主義およびその実際の政治・政界における体現に関する研究は意外に少な

い。本研究においては、団体や組織の実例の研究を通じて、戦前から戦後にかけて

保守主義という思想が、どのように変容してきたかを探る。 
研 究 実

績・内容 
 
 
 
 

平成２９年度においては、本研究メンバーによって、本プロジェクトの研究成果を

基に、1 本の学術論文を出版し、3 回の海外学会報告、2 回の国内学会報告を行っ

た。また東京大学の宇野重規教授を北大に招き、シンポジウムを行った。 
 



研 究 成

果・業績

等 

海外学会発表： 
佐々田：The Reform Plan for the Japanese Agricultural Co-op, ヨーロ

ッパ日本学協会大会（リスボン、２０１７年 9 月） 
ウィンクラー：Amending the Japanese Constitution: Recent trends in 
the debate over a constitutional amendment. ヨーロッパ日本学協会大

会（リスボン、２０１７年８月） 
ゴダール：“Future war and future peace after 1919: Military affairs and 
religion in the thought of Ishiwara Kanji,” European Network in 
Universal and Global History (ENIUGH) 学会にて（２０１７年９月３

日） 
国内学会発表： 
佐々田：中小農保護政策の起源――産業組合制度の発展過程（日本政治学

会, ２０１７年９月） 
ウィンクラー：日本国憲法改正論：改正への支持の事態とその要因. JCPS 
2018（東北大学、２０１８年３月） 
シンポジウム： 
東京大学の宇野先生を招き、ワークショップ「戦前と戦後日本の保守主義

「史」の可能性」を開催した（エンレイソウ第一会議室、２０１８年２月）

ウィンクラーとゴダールが報告した 
論文、書籍等： 
ウィンクラー：Right On? The LDP’s Drift to the Right and the 
Persistence of Particularism, Social Science Japan Journal 20(2): 
203-224 
 
 
 
 
 

（Ａ４判２頁以内で作成してください） 
 



受付番号（   ４   ） 
 

平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 4 月 27 日 

採択研究題目 
 
トランスナショナルな思想史の語りに向けて―カント哲学の受容と現在 
 

講座・コース名 公共伝達論・ジャーナリズム論 
代表者 金山準 
連絡先 内線: 5405 email:    

kaneyamaj@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メンバ

ー 
金山準（公共伝達論講座・准教授）フランス思想史 
齋藤拓也（ジャーナリズム論講座・准教授）ドイツ思想史 
 

研究協力者 馬路智仁（東京大学大学院総合文化研究科・助教）イギリス思想史 
金ヘイ（千葉大学教育学部・准教授）ドイツ思想史 
網谷壮介（立教大学法学部・助教）ドイツ思想史 

採択総額（千円） 150 
使途の明細（千

円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

研究会な

らびに研

究打ち合

わせのた

めの研究

者 招 聘

（東京・

札幌間）

×2 名 
 

120,280      
 

 

計 120,280 計     計     計  
予算総額 150,000－ 決算総額 120,280    ＝ 29,720 

研究概要 
 
 

近年、グローバル化と難民などの問題を契機として、人権思想の起源として

の活発に再検討されているイマヌエル・カントの政治思想について、とりわ

けそのトランスナショナルな受容の仕方に着目して検討する。よって本研究

はカントの専門家と、他の時代や他の地域を専門とする研究者との共同研究

として遂行される。 
研究実績・内容 
 
 
 
 

カント思想の国際的な波及については、金山準が 19 世紀フランスにおける

受容について、また馬路智仁がイギリス社会思想史を題材としてそれぞれカ

ントの受容を検討した。カント思想の再検討については、網谷壮介がカント

における歴史哲学、金慧がカントと世界市民権、齋藤拓也がカントにおける

一般意志の可能性についてそれぞれ検討した。 
これらの内容に関する研究会および共著書出版に向けた打ち合わせのため、

2017 年 8 月 20-21 日、北海道大学に金慧氏（千葉大学教育学部・准教授）

と網谷壮介氏（立教大学法学部・助教）を招へいした。 



研究成果・業績等 本プロジェクトの最終的な目的は共著書の出版であるが、2017 年度

の研究内容に関わる業績としては下記がある。 
 
【著書】 
網谷壮介『カントの政治哲学入門 : 政治における理念とは何か』白

澤社、2018 年 
 
金慧『カントの政治哲学 : 自律・言論・移行』勁草書房、2017 年 
 
 
【口頭発表】 
Takuya Saito, “The Universal and the Particular in the 
Reception of Kant's Political Thought in Modern Japan”, 
Rethinking Universalism and Global Citizenship from East Asia, 
2017  
 
Takuya Saito, “Kant's Patriotism Reconsidered: Dignity and 
"Way of Thinking"”, International Workshop: Kant's Concept of 
Dignity, 2017 
 
Takuya Saito, “Kant on Justice: Dynamics of Political 
Development”, The 14th Japan-Korea International Joint 
Conference for the Study of Political Thought "Justice 
Reconsidered", 2017. 
 
金山準「プルードンの集合理性論：自由主義と社会主義のあいだで」、

社会思想史学会第 42 回大会（京都大学）、2017 年 
 
 

（Ａ４判２頁以内で作成してください） 
 



受付番号（   ５   ） 
 

平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 4 月  日 

採択研究題目 
 
メディアと社会のエスノグラフィー －メディア人類学の基盤研究 
 

講座・コース名 メディア文化論 
代表者 藤野陽平 
連絡先 内線: 5387 email: fujinoyohei@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メンバ

ー 
奈良雅史（国際地域文化論分野、准教授） 
 

研究協力者 近藤祉秋（アイヌ・先住民研究センター、助教） 
 

採択総額（千円） 550（千円） 
使途の明細（千

円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

札幌⇔山口 
札幌⇔茨城 
札幌⇔東京 
札幌⇔東京 
札幌⇔東京 
札幌⇔京都 
札幌⇔大阪 

65 
58 
44 
45 
59 
85 
60 

  講演謝金 
20 千 円

×7 名 

140  
 

 

計 416 計 ０    計 140    計 ０ 
予算総額 550－決算総額 556＝-6（不足分は藤野研究費より所管変更で充足） 

研究概要 
 
 

メディア文化研究は近年、盛んになっているが文化人類学において、主

要なテーマとして取り上げられていない。例えば日本におけるメディアを

正面から扱った人類学の書籍としては飯田他編（せりか書房,2005）、羽淵

他編（北樹出版,2012）があげられるが、刊行後すでに時間がたっており、

目覚ましく変化つづけるメディア状況に対応できていない。 
SNS やスマートフォン、ソーシャルメディアが登場しないこうした先行

研究には一定の意義は認められものの、時代遅れ感は否めない。しかし、

人類学的フィールド調査を継続していると、近年急激に進歩したメディア

環境が社会に与える影響は無視できないものとなっているのは明らかで

ある。そこで本研究ではフィールドでのメディアと社会との相互作用への

報告を通じて、現代社会にあうメディア人類学研究の基礎研究を行う。 
共同で取り組む課題は①新しいメディアがもたらす社会への影響、②従

来の人類学の議論からメディアとは何か、③エスノグラフィと新しいメデ

ィアの 3 点である。①は現地社会において新しいメディアがどのように社

会を変化させるのか、もしくはさせないのかを扱う。②はこれまで人類学

が扱ってきたテーマの中には、人間にとってメディアとは何なのかを考え

る上で重要なものが少なくない。例えば宗教やポリティクス、エスニシテ

ィ、医療や身体、ツーリズム、景観、文化遺産、マテリアリティなど枚挙

にいとまがない。こうした人類学の古典から最新の議論をメディアという

観点から再考する。③について、新しいメディアは何も現地の人びとだけ

が使うのではなく、我々人類学者も利用する。そこでエスノグラフィ法を

実施するにあたって、どういったメディアの利用のあり方があり得るの

か、その功罪について検討する。 



研究実績・内容 
 
 
 
 

萌芽的研究である本研究では、メンバー以外でメディアと社会のエスノグ

ラフィに関心を寄せ、すでに実績のある研究者との議論を中心に行った。

実際には以下の通り 2 回のシンポジウム、3 回の研究会を実施した。 
・第 1 回研究会 2017 年 7 月 21 日 16:30-19:00 メディア棟 608 室 
 藤野陽平、奈良雅史、近藤祉秋「趣旨説明と本プロジェクトの進め方な

どについて」 
 小林宏至（山口大学）「ローカルな観光資源とグローバルなメディア表象 

－中国客家社会における福建土楼を事例として」 
・第 1 回シンポジウム「メディアがうみ出すもの/残そうとするもの －メ

ディア人類学のフィールドから」 
 2017 年 9 月 24 日 13:00-18:00 メディア棟 608 室 
 塚原伸治（茨城大学）「祭りとメディアの民俗学 －「佐原の大祭」にお

ける新たなメディアの活用をめぐって」 
 大道晴香（國學院大學）「マスメディアと宗教的リアリティ －恐山とイ

タコをめぐって」 
 アルバトゥルス＝トーマス・モリ（立命館大学）「われらの比卡超（ピカ

チュウ）を返せ！ －香港ポケモン翻訳事件に映された二次元コンテ

ンツ文化の越境問題」 
 久保明教（一橋大学）「虫とり少年とゲームフリーク －現代における他

性とメディア」 
・第 2 回研究会 11 月 16 日 16:00-18:00 メディア棟 608 室 
 曾璇（国際広報メディア専攻 M2）「現代中国において患者は主体性を獲

得できたのか －SNS を使用した病友会の例から」 
 飯田卓（国立民族学博物館）「視覚メディアと人類学」 
・第 3 回研究会  
 河野正治（筑波大学）「メディアとしての祭宴 －ミクロネシア・ポーン

ペイ島の首長制を事例として」 
・第 2 回シンポジウム「情動と知性」2018 年 3 月 25 日 10:10-18:30  
学術交流会館第三会議室 
久保明教（一橋大学）「脱臼する情動 －現代将棋における恐怖の変容を

めぐって」 
黒田末寿（滋賀県立大学）「情動の社会的回路の進化」 
内海健（東京芸術大学）「精神医学からみた情動と知性」 

研究成果・業績等 藤野陽平 2017.6「災害復興ツーリズム －旅が生み出すつながり」高山陽

子編『多文化時代の観光学 －フィールドワークからのアプローチ』ミ

ネルヴァ書房 
藤野陽平 2017.3「観光の被災と復興」、「被災し／支援し／復興する宗教」,

「外国人の被災経験」『東日本大震災宮古市の記録』第 2 巻（下） 
藤野陽平 2017.6「座談会 現代中国におけるフィールドワークの実践」西

澤治彦、河合洋尚編『フィールドワーク －中国という現場、人類学と

いう実践』風響社（稲澤努、横田浩一、小林宏至、兼城糸絵、川瀬由高、

河合洋尚と共著） 
藤野陽平「旧帝国日本の博物館をめぐる交差するまなざし －国立台湾博

物館とサハリン州立郷土博物館との比較から」『世新日本語文研究』10, 
世新大学日本語文系, 台湾, 台北市, 2018, （印刷中）pp.1-34（予定） 

奈良雅史 2018 Autonomy in Movement: Informal Islamic Pedagogical Activities 
among Hui Muslims in China. Déjà Lu 6: 1-51. 

奈良雅史 2017「“公益”的生成：以昆明市回族社会的公益活动为」范可・

杨德睿編『“俗”与“圣”的文化实践』, pp. 283-298, 中国社会科学出版

社。 
（Ａ４判２頁以内で作成してください） 



受付番号（   ６   ） 
 

平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 5 月 25 日 

採択研究題目 北大英語多読多聴授業支援システム Legolis2 の開発と多読多聴学習環境

の向上 
講座・コース名 言語習得論・メディア文化論 
代表者 高見 敏子 
連絡先 内線: 5369 email: takami@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メンバ

ー 
＊メンバーはいずれも本研究院構成員 
高見 敏子（言語習得論・准教授） 
原田 真見（メディア文化論・准教授） 
浜井 祐三子（メディア文化論・准教授） 

研究協力者 無し 
採択総額（千円） 750 
使途の明細（千

円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

 
 

   CD 付英

文多読教

材 
 
短期支援

員 

77 
 
 
 

172 

多読多聴

授業用シ

ステム 
 
教 材 整

備・管理

用消耗品 

432 
 
 
 

69 

計  計     計 249    計 501 
予算総額 750,000 － 決算総額 749,992 ＝ 8 (円) 

研究概要 
 
 

全学教育英語科目と附属図書館の「英語多読マラソン」を中心に、本学に

おける英語多読多聴学習環境の整備・向上を推進するとともに、多読多聴

学習の一層の普及を目指し、より効果的な学習支援や指導法を検討する。 
研究実績・内容 
 
 
 
 

＊使用していた学内サーバーの廃止によって 2016 年度末以降使用できな

くなっていた授業用ウェブシステムにいくつかの変更を加え、新たに契約

した学外の SSL 対応サーバ上で稼動できるようにした。 
＊英語多読多聴用の図書・CD を購入し、総語数やレベルの調査・設定、

CD の朗読時間の調査、これらの情報を表示するラベルの作成・貼り付け

等の作業により、授業で使用する教材として整備した。（こうした総語数や

レベルの情報は随時附属図書館にも提供。） 
＊研究メンバーが担当した全学教育の英語演習９クラスにおいて多読・多

聴授業を実施した。 
＊図書館の英語多読（多聴）教材リストの更新版を作成し、提供した。 
＊附属図書館「英語多読マラソンガイダンス」で学習法を指導した。 
＊本館・北図書館・水産学部図書室の英語多読教材コーナーに所蔵されて

いるが CD の販売がなく、朗読音声が出版社のサイトで登録した購入者に

のみ提供されているシリーズに関して、CD 化し所蔵図書館の利用者に貸

出可とすることについて出版社の許可を得、約 300 枚の CD を作成した。 
研究成果・業績等 ＊本学外国語教育センターの報告書『外国語教育における ICT 活用/自律

的教育活動の発展』（2018 年 3 月刊行）に高見・浜井共著「北海道大学に

おける英語多読多聴学習の 12 年の歩み」(pp.3-23)を発表した。 
＊日本図書館協会が 2018 年度中に刊行を予定している『図書館多読への

招待（続編）』から要請を受け寄稿済みである（掲載頁未定）。 
 



 
受付番号（   ７   ） 

 
（参考）平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金 

成果報告書 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 4 月 28 日 

採択研究題目 
 
港市パダンと函館における観光と町並み保存活用に関する研究 
 

講座・コース名 観光文化論分野 
代表者 田代亜紀子 
連絡先 内線: 5402 email: tashiroa@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メンバ

ー 
山田義裕（観光文化論・教授）：観光が町並みにどのように影響を与えるのか、

他者との出会いと交流に注目して考察する。 
西川克之（観光文化論・教授）：北海道における観光、特にニセコを事例に用

いたインバウンド観光と町行政、景観の関係について研究をおこなう。 
西山徳明（観光学高等研究センター・教授）：日本国内の町並み保存と観光に

ついて分析し、函館国際研究会で講演を行う。 
村上佳代（観光学高等研究センター・特任助教）：文化遺産国際協力の視点か

ら萩とサルト（ヨルダン）における町並み保存と観光政策の相違を考察する。 
田代亜紀子（観光文化論・教授）：統括。科研代表者。港市の特徴を捉え、2009
年の地震以降パダンの町並み復興にどのように観光が政策として用いられた

のか考察する。 
研究協力者 竹内泰（東北工業大学工学部・准教授）：科研分担者として、港市パダンの都

市計画と建造物調査を行う。 
池ノ上真一（北海道教育大学・准教授）：函館における町並み保存と観光に関

する研究をおこない、港市としての特徴を明らかにする。函館国際研究会開

催協力。 
 

採択総額（千円） 640 千円 
使途の明細 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

院生パダン

派遣旅費（2
名/8 月 6 日

-13 日） 
 
院生函館派

遣旅費(1 名

/2 月 10-11
日） 
 
教員函館派

遣旅費(1 名

/2 月 20-23
日） 

25780 
 
 
 

27620 
 
 
 

53420 

院生パダ

ン派遣旅

費（2 名/8
月 6 日-13
日） 

530100 講演謝金（6
月 29 日プ

ロイスリ博

士） 

20000  
 

 

計 106820 計 530100    計 20000    計  
予算総額 640,000 － 決算総額  656,920  ＝ -16,920 

研究概要 
 
 

本研究は、申請者が 2009 年から進めている港市パダン（インドネシア）

の文化遺産保存に関する研究を発展させたものであり、平成 28 年度から実施

している科研費基盤（C）「港市パダンの社会文化変容と文化遺産地区に関す

る研究」による成果を、院生教育に反映させようとするものである。また、

港市としてのパダンと函館を比較することにより、町並みと観光に関する学

際的かつ組織的研究を目指す。 



研究実績・内容 
 
 
 
 

科研の研究成果の還元として、平成 29 年度 8 月 10 日・11 日にパダン、2
月 21 日・22 日に函館において観光と文化遺産保存に関するワークショップ

を開催した（科研費による支出）。パダンにおけるワークショップには、本研

究補助金により本学 2 名の院生（渡邊萌木・谷屋翔）が参加すると同時に、

現地ブンハッタ大学、アンダラス大学、東北工業大学、近畿大学から教員・

学生あわせて 19 名が参加した。パダンでのワークショップでは実際の町並み

を、参加者で歩き、観光と町並み保存に関する意見交換をおこなったうえで、

グループ発表を行った。 
2 月 21 日・22 日に開催された函館でのワークショップに先立ち、2 月 10

日には函館で開催された「函館の重要文化財の活用を考えるワーショップ」

に共同研究メンバー西山徳明と院生（渡邊萌木）が参加した。ブンハッタ大

学ジョニー・ウォンソ博士を招聘して（科研費支出）開催された函館で国際

ワークショップ「港市の歴史的建造物および町並み保存に関するワークショ

ップ」には、ブンハッタ大学負担でフィルダ・ロザ講師、シディーク・ムヤ

ワディ氏（院生）も参加した。ワークショップは、本学院生 1 名（四戸秀和）

のほか、近畿大学、東北工業大学、北海道教育大学から学生が教員とあわせて 20

名が参加し、函館市役所の景観担当者や、ジョニー・ウォンソ博士による各町の町

並み特徴と、景観保存に関する講義を受けた。また、学生らはグループ毎に町並

み調査を実施し、2 日目に発表をおこなった。 

これら他大学（近畿大学、東北工業大学、北海道教育大学）とブンハッタ大学と

共同で実施されたワークショップを通し、学生・教員の観光と町並み保存に関する

議論が活発化したことで、今後の他大学およびインドネシアの大学との国際的

な共同教育研究プロジェクトの立ち上げ実現にむけて準備ができた。 
また、田代と共同研究メンバーである山田、西川により、観光に関する国

際研究会を 6 月 29 日に開催し、チェンマイ大学のプロイスリ博士によってタ

イの事例を講演いただいた。これにより、チェンマイ大学観光学研究センタ

ーとの共同研究の立ち上げの準備がなされた。 
 

研究成果・業績

等 
 
【共同研究によるワークショップ・国際研究会実施】 
Lecture by Dr. Ploysri Porananond, Chiang Mai University “The 
Evolution of Thainess and the Use of Thainess in Luxury Chain 
Hotels in Phuket, Thailand”, 29 June 2017, Hokkaido University 
 
Workshop on Urban Landscape and Heritage of Padang, West 
Sumatra, 10-11 August 2018, Bung Hatta University, Padang 
 
国際ワークショップ「港市の歴史的建造物および町並み保存に関す

るワークショップ」開催（2018 年 2 月 21 日・22 日、於：まちづく

りセンター、港の庵） 
 
 
 

（Ａ４判２頁以内で作成してください） 



受付番号（   ８   ） 
 

平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金 

成果報告書 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 5 月 8 日 

採択研究題目 日本言語史資料としての沖縄地域言語資料の文献整備に関する基礎的

研究 
講座・コース名 現代日本学分野 
代表者 伊藤孝行 
連絡先 内線:8074 email: ito@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メンバー 伊藤孝行(メディア・コミュニケーション研究院准教授) 

役割：「沖縄こども新聞」の文献調査，「沖縄こども新聞」コーパス化に

かかる作業 

高見敏子(メディア・コミュニケーション研究院准教授) 

役割：「沖縄こども新聞」のコーパス分析 

山田義裕(メディア・コミュニケーション研究院教授) 

役割：「沖縄こども新聞」のコーパス分析 
研究協力者 （所属・身分              ） 
採択総額（千円） 400 
使途の明細（千円） 国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 

事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 
「沖縄こ

ど も 新

聞」に関

する資料

収集のた

め東京へ

の交通費

滞在費 1
人 

55 なし 0 書籍 166 作業補助

にかかる

人 件 費

( 短 期 支

援員制度

による) 
 
消耗品 

80 
 
 
 
 
 

 
34 

計 55 計 0 計 166 計 114 
予算総額 405－決算総額 330＝65 

研究概要 地域言語資料の基礎的文献整備を目的として，「沖縄こども新聞」

のコーパス化を行う。伊藤が文献調査およびコーパス化にかかる作業

を担当し，高見がコーパス分析を担当する。分量があるため作業補助

を置き，質の保証を確保した。 

近年，国立国語研究所から大規模な日本語コーパスが公開されたこ

とにともない，それらを利用した研究成果が増えてきた。しかし，コ

ーパスに収載されている言語資料は一定の質・量を備えているもの

の，現在のところ地域言語資料をカバーしているとは言えない。日本

言語史研究に於いて地域言語資料の整備は大きなニーズがあり，その

ニーズにこたえる本研究は学界への貢献度が高く，必要性という観点

から意義・価値がある。 

今回取り扱う「沖縄こども新聞」について述べる。「沖縄こども新

聞」は 2 つの顔を持つ。1 つは日本言語史資料の一としての沖縄地域

言語資料の顔，もう 1つは「こども」にかかる沖縄教育資料としての

顔である。この資料は日本言語史資料，中でも沖縄地域言語資料とし

ての価値があり，方言学・社会言語学への大きな貢献が予想される。

かつ，こども向け新聞という面から沖縄教育資料としての価値も併せ

持ち，教育学への貢献も予想され得る。「沖縄こども新聞」は 1977年

から 1982 年にかけて十字路書房によって制作されたこども向けの新

聞である。発行頻度はほぼ隔週刊で，伊藤による調査の結果，創刊号



から 82 号まで確認されている。その名の如く，取材対象を主として

沖縄に定め，購読者を主として沖縄の小学生としている新聞である。

記事本文には発行当時使用されていた沖縄地方言語があり，すなわち

当時の沖縄のこどもにとって理解しうる沖縄地方言語を反映してい

る新聞である。これまで日本言語史研究者や沖縄研究者にその存在す

ら認知されてこなかったため，先行研究は皆無である。新規性という

観点からも，本研究の意義・価値がある。 
研究実績・内容 数年不明のまま停滞していた「沖縄こども新聞」の制作者について，

偶然が重なり，「沖縄こども新聞」の制作者(夫妻のお二方)にお目に

かかりお話を伺うことができた。 

なぜ十字路書房という名義で「沖縄こども新聞」を制作されていた

のかについては，沖縄は「アジアの十字路」であり，本土の方ばかり

に目を向けず，アジアにもよく目を向けるべきであるという思いでつ

けたとのことであった。発行部数は最大で 2000 部，定期購読者は最

大 1300 名いたとのこと。現存するのは 82号までだが，たしか 100号

目前で終刊となったこと。終刊の理由は多くを語って下さらなかっ

た。旦那さまの方は多くを語りたがらないように見うけられたが，奥

さまのお話によると当方が伺う数日前から奥さまも把握されていな

いような場所から，もうどこにもないと思っていた「沖縄こども新聞」

を引っぱりだしてきて，我が子の如く大事そうに出してきたとのこと

であった。その我が子をすべて快く貸して下さったおかげで，沖縄県

立図書館・沖縄市立図書館に所蔵されていない号がほぼすべてそろ

い，テキストデータにできた。また，「沖縄こども新聞」は読者の小学

生を豆記者として取材する記事がよくあるのだが，その豆記者のため

に作った「沖縄こども新聞」名入りの帽子と腕章を下さり，取材時に

撮影した写真もすべて貸して下さった。 

旦那さまの「ヤマトゥンチュはウチナーンチュには一生かかっても

なれない。」とのおことばが印象深かった。お二方は現在は沖縄を離

れ，本州某所にて自給自足の生活を送っておられる。本来，ことばを

主眼においた研究ではあるが，このような背景はけっしてないがしろ

にすることはできない。 

今年度は沖縄こども新聞(創刊号-82 号)の広告を除くすべての活字

をテキストデータにすることができた(総形態素数：389917)。そのテ

キストデータを形態素解析し，動詞(37168)・形容詞(5038)・形状語

(形容動詞に相当，3474)・名詞(固有名詞 16923，普通名詞 91314 等)・

未知語(沖縄の方言はここに含まれる，約 1000)を抽出し，それらのこ

とばが「沖縄こども新聞」の号・面に掲載されているかを一覧にした

語彙総索引の制作中である。 

今後の課題は，今回の調査に於いても見つけることができなかった

2号(32 号・73 号)の探索およびテキストデータ化，「沖縄こども新聞」

中の沖縄の方言の分類および索引制作である。本来の目的に加え，お

二方のためにも，当時の読者であった現在 40 代後半〜50 代のウチナ

ーンチュ読者のためにも，成果物の完成をめざす。 

研究成果・業績等  「沖縄こども新聞」語彙総索引(予定) 

 本報告に間に合わせることがかなわなかったが，語彙総索引の制作を

予定している。本研究費による研究成果として，出来次第報告する。 

 【参考】 

「沖縄こども新聞」とそのことば 

伊藤孝行・高見敏子 

沖縄文化協会 2016年度公開研究発表会 

2016年 6月 25日 

*本研究課題は上記を継続・発展させたものである。 
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平成２９年度メディア・コミュニケーション研究院共同研究補助金成果報告書 

 

（2018 年 4 月末日締切。総務担当へ電子提出する。）     提出日 2018 年 4 月 24 日 
採択研究題

目 
多文化世界におけるアイデンティティと文化的アイコン： 
民族・言語・国民を中心に 

講座・コース

名 
多元文化教育論分野 

代表者 土田 映子 
連絡先 内線: 5554 email:tsuchida@imc.hokudai.ac.jp 
共同研究メ

ンバー 
青木 麻衣子（国際連携機構、准教授） 
ゲーマン ジェフリー（メディア・コミュニケーション研究院、准教授 
土田 映子（メディア・コミュニケーション研究院、准教授） 
寺田 龍男（メディア・コミュニケーション研究院、教授） 
長野 督（メディア・コミュニケーション研究院、教授） 

（以上 50 音順） 
 

研究協力者 （所属・身分              ） 
なし 

採択総額（千

円） 
600（千円） 

使途の明細

（千円） 
 
 
 

国内旅費 外国旅費 書籍・謝金等 その他 
事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 事 項 金額 

葛野次雄

氏旅費 
長野督出

張 
寺田龍男

出張 
八重樫志

仁氏旅費 
石山徳子

氏旅費 
 
 

20.16 
 

94.420 
 
 

 79.6 
 

20.06 
 

46.431 

  葛 野 次

雄 氏 謝

金 
謝 金 所

得税 
書籍 26
点 
八 重 樫

志 仁 氏

謝金 
謝 金 所

得税 
石 山 徳

子 氏 謝

金 
謝 金 所

得税 
田 辺 陽

子 氏 謝

金 
謝 金 所

得税 
 

15.9 
 
 

4.1 
 
 

142.557 
 

15.91 
 
 

4.09 
 
 

13.218 
 
 

6.782 
 
 

17.958 
 
 

2.042 

 
 

 

計 260.671 計 0    

計 
222.557    

計 
 

予算総額 600 － 決算総額 483.228 ＝ 116.772（80.54％執行） 



研究概要 
 
 

現代および現代史上の時代における「自己」アイデンティティと「他者」認識

の形成を、「文化的アイコン」の概念を用いて分析する。共同研究メンバーは、

それぞれが専門とする国・地域・民族集団について、文化的アイコンを通じた

「自己」「他者」の認識および表象の例を研究する。年初の計画では、課題の

共有と深化のため、各自での調査研究に加えて、関連の深い研究を行っている

研究者を選定・招聘し、ワークショップを 1～2 回行うことを計画した。また、

講座で随時開催している、院生・教員がともに学ぶ定例研究会と連動させるこ

とも考えていた。 
研究実績・内

容 
 
 
 
 

2017 年 11 月 10～11 日、2018 年 2 月 23 日の計 2 回（計 3 日間）、公開研究

会を開催した。11 月の研究会では、明治大学教授の石山徳子氏が講演「セトラ

ー・コロニアリズムの地理空間 アメリカ先住民の身体と環境をめぐる諸問

題」を行い、アイヌ民族の文化振興活動にかかわる葛野次雄氏・八重樫志仁氏

がコメントを行った（当初参加予定だった秋辺日出男氏が都合により欠席し、

葛野氏に入っていただいた）。他学部の教員・学生の参加もあった。2 月にはユ

ニバーシティ・カレッジ・ロンドン教育研究所博士候補生の田辺陽子氏により、

講演「古写真に見るアイヌ民族の表象―函館アイヌ学校とセントルイス万国博

覧会を事例として―」が行われた。この時は急遽決まった会であったため、参

加者は共同研究グループメンバーにとどまった。 
研究成果・業

績等 
【全般】 

・次年度以降の取り組みへの足がかりとして、それぞれの研究関心の共有を

図るとともに、今後の成果発表のための土台を構築した。 

・講座の大学院生により積極的参加を促し、また教育面でのケアを充

実させるために、基本文献のリストの作成・書籍の購入を開始した。 
 
【個別の成果・業績】 
・寺田龍男、Das Nibelungenlied in Japan bis 1945 – eine 
Pseudorezeption?、2017 年 6 月 21 日ブレーメン大（招待講演） 
・寺田龍男、『ヴィルギナール』研究の歴史・現状・課題―ブレーメン版の刊

行に寄せて―、『北海道大学大学院教育学研究院紀要』129 号（2017）、115
－134 頁（査読なし）  
・寺田龍男、Das Nibelungenlied in Japan bis 1945 – eine 
Pseudorezeption?、『独語独文学研究年報』44 号（2017）、159－172 頁（ブ

レーメン大での口頭発表に基づく論文、査読有） 
・寺田龍男、ハインリヒ・フォン・ミュンヘンの『世界年代記』―研究の現

状と課題―、『メディア・コミュニケーション研究』71 号（2018）、111－
142 頁（査読有） 
・Gayman, Jeff. Ainu Puri: Content and Praxis of an Indigenous 
Philosophy of a Northern People, in John E. Petrovich and Roxanne E. 
Mitchell (eds), Indigenous Philosophies of Education Around the World, pp 
211-227. New York and London: Routledge. 
・Uemura, Hideaki and Jeffry Gayman. Rethinking Japan’s Constitution 
from the Perspective of the Ainu and Ryūkyū Peoples. Special Issue of The 
Asia-Pacific Journal Japan Focus. 16(5), March 1, 2018 
・上村英明・Jeff Gayman「多元主義から見る日本国憲法の総体的意義―先住

民族の視点から近代日本の基本法を考える―」『恵泉女子大学園大学紀要』

第 30 号 2018 年 2 月 21－38 頁  
・土田映子「北米北西部沿岸地方における地域アイデンティティ表象と先

住民文化―シアトル・バンクーバーについての試論」弘末雅士編『海と陸

の織りなす世界史 港市と内陸社会』（春風社、2018 年）第 16 章 299-
317 頁（査読なし） 
 

（Ａ４判２頁以内で作成してください） 




